


























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は⑤
軸方向の応力とひずみの比例定数はヤング率（A）であり、応力を除荷するとひずみが元
に戻る可逆的性質を線形弾性（B）という。軸ひずみに対する横ひずみの比率の絶対値は
ポアソン比（C）である。微小ひずみにおいて体積ひずみは εv＝ε(1−2ν) で表され、
ポアソン比νが0.5未満（0.1〜0.45）の場合、引張応力（ε＞0）によって体積は増加（D
）する。

●問題Ⅲ-2
正解は①
単振り子の周期Tは T＝2π√(l/g) で表される。ひもの長さ l＝2.0m、重力加速度 g＝
9.8m/s² を代入すると、T＝2π√(2.0/9.8)＝2π√(1/4.9)≒(2×3.1416)/2.214≒2.84秒
となり、最も近い値は 2.8秒 である。

●問題Ⅲ-3
正解は②
極板間に働く静電引力は F＝Q²/(2εS)＝Q²/(2εrε0S) で表され、極板間距離dには依存
せず誘電率εにのみ反比例する。電荷Qが一定のまま比誘電率が1から5に増加したため、
引力Fは F＝(1/5)F0 となる。

●問題Ⅲ-4
正解は③
理想変圧器における誘導起電力の比は、巻数比に等しく E2/E1＝N2/N1 となる。したがっ
て2次コイルの電圧は E2＝(N2/N1)E1 であり、(N1/N2)E1 とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は③
スピーカー間隔を 2d＝2.4m（各スピーカーは中央から ±1.2m）、スピーカー面からの距
離を L＝4.0m とする。中央で極大となり、一方のスピーカー正面（中央から1.2m）で初
めて極小となった。この観測点から2つのスピーカーまでの距離はそれぞれ L1＝4.0m、L2
＝√(4.0²＋2.4²)＝√(16＋5.76)＝√21.76≒4.665m である。経路差 ΔL＝L2−L1≒
0.665m が半波長 λ/2 に等しいため、波長は λ≒1.33m となる。振動数 f＝v/λ＝
340/1.33≒256Hz となり、最も近い値は 260Hz である。

●問題Ⅲ-6
正解は③
二次相転移（第2種相転移）では、ギブズエネルギーの温度に関する2階微分である比熱（
Cp＝-T(∂²G/∂T²)p）が転移点において急激な不連続性や発散（ラムダ転移など）を示
す。比熱が温度に対して連続になるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は④
太陽電池、LED、半導体レーザー、有機ELは、いずれも光電磁場と半導体・分子内の電子
遷移（バンド間遷移や軌道間遷移）との相互作用を利用している。超伝導は電子間引力に
よるクーパー対のボース・アインシュタイン凝縮（マクロな量子凝縮）現象であり、電子
励起と光の相互作用に基づく技術ではない。

●問題Ⅲ-8
正解は④
一般的な金属の室温における電気抵抗率（比抵抗）は 10⁻⁸〜10⁻⁶ Ω・m（10⁻⁶〜10⁻⁴ Ω
・cm）程度である。1〜10² Ω・m とする記述は半導体等の値であり誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は③
特性X線（固有X線）は、原子の内殻電子が弾き出された後に外殻電子が遷移する際に放出
される電磁波であり、各元素のエネルギー準位差を反映した鋭い「線スペクトル」を示



す。連続スペクトルを示すとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
ダイヤモンドは各炭素原子が4個の価電子すべてを使って隣接原子と強固な共有結合ネッ
トワーク（sp³混成軌道）を形成しているため、結晶内に自由電子が存在せず電気を極め
て通しにくい（絶縁体である）。

●問題Ⅲ-11
正解は④
完全燃焼により生じたCの質量は 176×(12/44)＝48mg（4mmol）、Hの質量は 108×(2/18)
＝12mg（12mmol）である。化合物の全質量92mgからOの質量は 92−(48＋12)＝32mg（2mmol
）となる。モル比は C:H:O＝4:12:2＝2:6:1 であり、分子式 C2H6O のエタノールであ
る。

●問題Ⅲ-12
正解は⑤
レニウム（Re）の原子番号は75であり、タンタル（Ta）の原子番号73よりも大きい。レニ
ウムの原子番号の方が小さいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
電気抵抗の単位オーム（Ω）は単位電流あたりの電位差（V/A）であり、SI基本単位で表
すと 1 Ω＝1 V/A＝1 (m²・kg・s⁻³・A⁻¹)/A＝m²・kg・s⁻³・A⁻² である。s³・A⁻¹ とす
る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
ねじれ型配座や重なり型配座は、炭素-炭素単結合の自由回転によって生じる立体配座（
エタン等）に特有の概念である。炭素原子が1つしかないメタン（CH4）には回転軸となる
C-C結合が存在しないため、これらの配座は存在しない。

●問題Ⅲ-15
正解は②
赤外分光法（IR）では、分子内の化学結合の「伸縮振動」だけでなく、角度が変化する「
変角振動（はさみ振動、面外変角振動等）」に起因する吸収帯も幅広く観測される。伸縮
運動のみを測定できるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は①
一定容積の密閉容器内で純水を加熱し続けると、温度上昇とともに液相の密度は減少し、
気相（飽和水蒸気）の密度は増大して、臨界点（水の臨界温度374℃、臨界圧力22.1MPa）
において両相の密度が完全に一致し界面が消失する。一致することはないとする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-17
正解は①
反応ギブズエネルギーΔrGは、標準反応ギブズエネルギーΔrG°および反応商Q（濃度比
[B]/[A]）と ΔrG＝ΔrG°＋RT ln Q の関係にある。温度が一定であっても濃度比が変化
すればΔrGの値は変化するため、値が変化しないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は①
乾燥大気中の主要成分の存在比率は、窒素（約78.1%）、酸素（約20.9%）、アルゴン（約
0.93%）、二酸化炭素（約0.04%）の順である。アルゴンは二酸化炭素よりもはるかに多く
存在する第3位の気体である。

●問題Ⅲ-19



正解は②
南半球の亜熱帯域における表層海洋の風成循環（亜熱帯環流）は、南半球の転向力（進行
方向に対して左向き）と貿易風・偏西風の影響を受けて「反時計回り」に循環する。時計
回りに循環するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は①
大気中の未汚染な降水はCO2が飽和溶解しているためpH約5.6の弱酸性を示す。海洋上や極
域の降水であってもアルカリ性（pH8.0以上）になることはなく、通常はpH5〜6前後であ
る。

●問題Ⅲ-21
正解は①
重水素（²H、デューテリウム）は陽子1個と中性子1個からなる「安定同位体」であり、放
射壊変しない。放射壊変により半減期約12.3年を持つ水素の同位体は三重水素（³H、トリ
チウム）である。

●問題Ⅲ-22
正解は④
内標準法では、試料中の各成分のピークと完全に分離し「重ならない」安定な位置に単一
のピークを示す物質を内標準物質として添加・選定する。ピーク位置が重なる物質を選ぶ
とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は③
黒鉱鉱床は、中新世の海底火山活動に伴って噴出した珪長質火山岩類（流紋岩やデイサイ
ト）および凝灰岩層中に胚胎する火山性塊状硫化物（VMS）鉱床である。広域変成岩であ
る緑色片岩中に胚胎する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は⑤
弧-海溝系（沈み込み帯）における対をなす変成帯（都城秋穂の対変成帯）では、低温の
海洋プレートが沈み込む海溝側に「低温高圧型変成帯（三波川帯等）」が形成され、火成
活動・マグマ上昇を伴う陸側（背弧・島弧側）に「高温低圧型変成帯（領家帯等）」が形
成される。配置の説明が逆である。

●問題Ⅲ-25
正解は③
中央海嶺やホットスポットにおけるマグマの生成は、高温のマントル物質が上昇する際に
圧力が急激に低下することに伴う「減圧溶融」が主因である。低温のマントル物質の温度
が急激に上昇することによるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は②
付加体は、海洋プレート上の玄武岩質基盤、チャート、石灰岩と、海溝へ供給された陸源
の砂岩・泥岩が沈み込みに伴って剥ぎ取られ大陸縁に付加・混在した地質体である。大陸
地殻深部でマグマが固結して形成された深成岩である花崗岩は付加体を構成しない。

●問題Ⅲ-27
正解は④
カタクレーサイトの細分（プロトカタクレーサイト、カタクレーサイト、ウルトラカタク
レーサイト）は、破砕・微細化した「細粒基質（マトリックス）の体積割合」に基づいて
分類される。細粒基質部の固結度に基づくとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は②
活断層の平均変位速度による活動度分類（松田, 1975）において、A級は「1,000年あたり
1m以上10m未満」、B級は「1,000年あたり0.1m以上1m未満」、C級は「1,000年あたり0.1m



未満」である。10m以上をA級とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は①
ラコリス（餅盤）は、地層面に沿って貫入したマグマが上載地層をドーム状に押し上げて
固結した火成岩の貫入岩体であり、地層の波状変形である褶曲構造とは直接の関係が最も
薄い。

●問題Ⅲ-30
正解は③
蛇行河川は、網状河川に比べて河川勾配が緩やかで水量変化が比較的穏やかであり、主に
懸濁物質（シルト・粘土などの細粒堆積物）を運搬するシステムである。勾配が大きく粗
粒物質を運搬するとする記述は網状河川の特徴であり誤りである。

●問題Ⅲ-31
正解は②
ハンモック状斜交層理（HCS）は、暴風波浪（ストーム）時における強い振動流（往復
流）と一方向流が複合して形成される堆積構造であり、純粋な一方向流によって形成され
る構造ではない。

●問題Ⅲ-32
正解は④
反射法地震探査のCMP（共通反射点）ギャザーにおける単一反射面の走時曲線は、オフセ
ット距離xに対して幾何学的に「双曲線（ハイパーボラ）」をなす。放物線をなすとする
記述は誤りである。

●問題Ⅲ-33
正解は③
地中レーダ探査において、送信電磁波の中心周波数が高くなるほど波長が短くなって「分
解能は向上（比例）」し、地中減衰が大きくなるため「探査深度は浅く（逆比例）」な
る。説明が逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は④
通常の電気検層（ノルマル電極法等）は、電極と孔壁地層との電気的導通を確保するため
に孔内水（泥水や清水）が満たされた湿潤孔で実施する必要がある。孔内水の有無は問題
とならないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は②
表面波探査は、地盤の表面に沿って伝わるレイリー波の位相速度の分散特性を観測・解析
することにより、表層地盤の「S波速度構造（横波速度構造）」を推定する手法である。P
波速度構造を求めるとする記述は誤りである。


